
NDS 環 境 だ よ り Vol.２３
※『環境だより』とは、大阪エヌデーエスの環境への取り組みの一環として、環境について社外に好影響を
及ぼすことを目的とし、社員、パートナーの皆様のご家族向けに作成したパンフレットです。

EMSジャーナルのコラム紹介
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§ 逆転の発想から生まれた節水 §
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皆さんは、「節水」について何か取り組んでいることはありますか？
「節水」と聞くと、節水ノズルであったり、シャワーヘッドであったり
水を出す側のものを想像する人が多いと思います。

そこで今回は、節水ノズルを開発していた会社が逆転の発想から生み出した、
水を受ける側でも節水する「水洗いだけで汚れが落とせる皿」をご紹介します。

この食器は、社会課題である「水不足」を解決するという想いで
開発されています。
水だけで汚れが落ちるだけでなく、除菌までしてくれる革新的な商品です。

それだけの機能で、以下の点で環境への負担を抑えています。
・電気代がかからない。
・水だけで綺麗になるので、洗剤が必要ない。
・お湯を使わなくて良いので、お湯を沸かす際のCO2が削減できる。

それだけではなく、食器を洗った後もすぐに乾くようになっています。
通常の陶磁器に比べると、自然乾燥の時間が1/3に短縮されます。

環境への負担、家事への負担の両方を減らすことが出来る食器を
生活の中に取り入れてみてはいかがでしょうか。

毎月1回発行される社内メールマガジンの『EMSジャーナル』では、社員が
持ち回りで寄稿するコラム欄があり、環境に関連するさまざまな話題が掲載
されます。そんな『EMSジャーナル』のコラムを、いくつか紹介します。
今年度のテーマは「SDGs」「サステナブルな社会へ向けた行動」です。
（※一部社名、商品名などは伏せております。）

今回のテーマ ：

「 物価高の原因と環境問題 」

ここ最近の物価高には本当に日々苦しめられています。
数年前まではコンビニでチョコレートを１２０円程度で買うことが出来た記憶が
ありますが、今は１６０円以上はざらなので、びっくりです。。。

チョコレートもそうですが、それ以外も価格が高騰している状況です。
この価格高騰の原因が何なのか少し調べてみました。
様々な原因がありますが、今回は２つの原因について紹介します。

１．エネルギー価格の高騰
２．気候変動に起因する極端な暑さによる不作

１つ目はエネルギー価格の高騰です。
ロシアによるウクライナ侵略などの起因で生じた世界のエネルギーの
需給ひっ迫によって価格が高騰しています。これはガソリン価格の高騰に
直結し、物流コストへの影響が大きいです。
このコストが物価に上乗せされ、値上げにつながっています。

２つ目は気候変動に起因する極端な暑さによる不作です。
海外では異常気象による干ばつや台風の影響で農作物の不作が
発生しています。
また、農林水産省からは食料・農林水産業の気候関連リスクとして、
以下が公開されています。
・水稲：高温による品質の低下
・畜産：高温による乳用牛の乳量・乳成分・繁殖成績の低下
・果樹：着色不良や日焼け、発芽不良の発生
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現在では世界人口の約10人に1人が飢餓、中でもアフリカが多いという
イメージがありましたが、最も多いのはアジア系で飢餓人口の4割だそうです。
※ただし、アフリカは調査が行き届いてない地域もあり、
かつ飢餓が最も広がっている地域です

飢餓の定義、原因は以下のようです。
・飢餓の定義

食料が十分に食べられず栄養失調がつづき、
体調の維持が困難になっている状態
(曖昧……なのに世界で約8億人も……)

・飢餓の原因
1つは自然災害
1つは紛争
1つは貧富の差 等

一方、世界が必要とする食料は2050年までに2010年比で1.7倍となる
予想とのことです。これは人口が増えてるので当然かなとは思いました。
重要なのは、飢餓になる人に食料が割当たる割合が増えなければ
食料を増やしても食品ロスが増える可能性にしかならないのです。

食品ロスと言えば、私は普段の食事でお残しをしないことを心がけています。
お弁当だと最後の米粒一つ残さないように、、
むしろ、一緒に食べている人の残飯処理班としても有名です。(自己評価)

しかし、食品ロスは年間522万トンにもなります。
(毎日お茶碗1杯分のご飯が食べられるのに捨てられている計算)
驚きですね。

ということで今から出来ることを考えてみました。
・賞味期限、消費期限の近いものから消費する(出来る)
・食べ放題の店で頼んだものを残さず食べる(出来る)
・苦手なものはいっそ食べない(超出来る！)
などですかね。

皆さんも今からできることを考えましょう。
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そろそろハロウィンですね。トリックオアトリート！
ということで今回はチョコレートに焦点を当ててSDGsを見ていきましょう。

真っ先に思い浮かぶのがフェアトレードだと思います。
フェアトレードは、開発途上国の小規模生産者、労働者の持続可能な開発を
促進するために設計されました。

1. 取引の最低価格保証などを定める経済的基準
2. 安全な労働環境、児童労働の禁止などを定める社会的基準
3. 農薬の使用削減や遺伝子組み換え品の禁止などを定める環境的基準

上の3つの基準からなる国際フェアトレード基準が存在し、
これらを満たしている対象産品が認証されます。

ということでスーパーに行って探してみました……が、見つけることが
できませんでした。価格帯が少しお高いようです。
しかし、いくつかの製品に国際フェアトレード認証ラベルではないラベルが
ついているのを見つけました。調べてみると、フェアトレードに関する
独自の取り組みを行っている企業があるようです。

M社は「サステナブルなチョコレート」と題して、
農家のサポート、環境の保全、児童労働の予防など、フェアトレードの
項目にあることを行っています。
またＹ社では、生産者への還元、生産性向上支援、児童労働発生の監視など、
こちらもフェアトレードの項目にあることを行っています。

ここでは紹介しませんが、ほかの企業でも取り組みは行われているようです。
国際フェアトレード基準認証商品を買ったことのない人は、
これらのお菓子から買ってみるのはいかがでしょうか。

編集発行人：ISO委員会
発行年月：2025年3月

■編集後記■条例で路上たばこが減り、会社から駅までの道の吸い殻ポイ捨てが少なくなりました。
今年もジャーナルの執筆ありがとうございました。ここに紹介しきれなかった分も含め、寄稿内容は
参考にしたいと思わせる珠玉の逸品ぞろいです。次年度も継続して発行しますのでご協力をお願いします。

『環境だより』に関するご意見、ご感想がございましたら下記へお寄せください。
ISO委員会：ems@nds-osk.co.jp43


